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レシップ株式会社（本社：岐阜県本巣市、代表取締役社長：杉本眞、以下：レシップ）は、６月２５日に、
SHIBUYA QWS にて、「第２回モバイルチケット制作体験ワークショップ～あなたはどんなチケットをデジタル化し
たいですか？～」を開催します。 

 
「QUICK TRIP」は、各事業者・エリア専用のWEB アプリを提供し、乗車券や施設入場券をはじめとしたチケット
をデジタル化して発行・販売・管理するシステムです。事業者が簡単にチケットを作成できること、ダウンロード不要
のWEB アプリで簡単に利用が開始できることなどが特徴です。本ワークショップでは、参加者のみなさまが考えたデ
ジタル化したいチケットを、「QUICK TRIP」上で実際に制作することができます。 
 
ぜひこの機会に、デジタル化したら便利だと思うチケットを、自分で作ってみませんか？ 
 

 
 

渋谷キューズで「第２回モバイルチケット制作体験ワークショップ」を開催します！ 
～あなたはどんなチケットをデジタル化したいですか？～ 



 

 

＜ワークショップについて＞ 
 
「第２回モバイルチケット制作体験ワークショップ～あなたはどんなチケットをデジタル化したいですか？～」 
 
日時：６月２５日（火）14時~16時（開場：13時 30分） 
場所：渋谷スクランブルスクエア 15階 SHIBUYA QWS クロスパーク 
定員：30人 
参加費：無料 
申し込み期限：６月１８日（火）17時（定員になり次第、締め切らせていただきます） 
主催：レシップ株式会社 
 
参加対象 

● 観光・イベントの企画・運営に携わっている方（交通事業者、観光事業者、自治体など） 
● 紙のチケットのデジタル化に興味がある方 
● 自身でチケットを制作してみたい方 

 
プログラム 

● 外国人にも使いやすい観光・イベント向けモバイルチケットシステム「QUICK TRIP」の製品紹介 
● 「QUICK TRIP」の券面デザイン機能やクーポン券機能の活用方法についてアイデア交換 
● モバイルチケットの制作体験 

 
お申し込みはこちらから：https://forms.gle/Z7tYN9aWNCYwmK4EA 
 
みなさまのご参加をお待ちしております。 
 
＜QUICK TRIP について＞ 

 
インバウンド観光客でも使いやすい、観光向けに特化したWEB アプリ型のモバイルチケット 
 
ダウンロード不要のWEB アプリです。ソーシャルログイン（Google、Facebook、AppleID、Amazon）に対応
しているため、簡単に利用できます。現在最大 6言語（日本語・英語・中国語（簡体・繁体）・韓国語・ベトナ
ム語・タイ語）に対応しており、アプリごとに使用する言語を選ぶことができます。WEB アプリやチケットのデザインに
は、任意の画像や色を設定できます。 
 

https://forms.gle/Z7tYN9aWNCYwmK4EA


 

 

QUICK TRIP特設サイトはこちらから 
https://www.quicktrip.jp/ 
 
 
＜第１回のイベントレポート＞ 
 
● モバイルチケットシステム「QUICK TRIP」の紹介 
 

 
まず、観光・イベント向けモバイルチケットシステム「QUICK TRIP」について説明しました。「QUICK TRIP」の使
いやすさ、自由度の高さを知っていただくために、実際の導入事例の紹介などを交え、QUICK TRIP の特徴を紹
介しました。 
 
● グループごとにチケット制作を体験 
 

 
説明終了後には、「QUICK TRIP」を使用して、実際にモバイルチケットを作成する体験を行いました。グループご
とにデジタル化したいチケットについてディスカッションをしていただき、構想を含めて 1 時間たらずで、各チームがチケ
ットを完成させることができました。チケットの内容やデザインが容易に変更できるため、短い時間でも簡単に操作が
できるようになる点が好評でした。今回のイベントでは、「秩父ツーリング券」、「市内ぶらりドーナツ食べ歩きチケッ
ト」、「ラーメン食べ歩き＋バス 1 日乗車券セット」、「軽井沢鬼押出し園＋乗り放題きっぷ」、「水族館入場券＋
ふれあい体験チケット」など、様々なチケットが完成しました。 
 

https://www.quicktrip.jp/


 

 

 

 
作成したチケット 

 
参加者の方からは、「実際に作成画面で体験できる点が非常によかった」「チケットについて、背景画像・文字色
のカスタムが可能な点が、魅力的なチケット作成に役に立つ機能であると感じた」といった声をいただきました。 
 
様々な業界の方にご参加いただき、活発な話し合いをしていただいたことで、今までになかったようなアイデアも生ま
れた、大変貴重な機会となりました。 
 
 


